




















第5回情報教育研究会 IN 江戸川大学（2017. 7.30）



































































































































大学（単独の大学院大学を除く）694（91.6％）: 国立大学82（100％） 公立大学86（96.7％） 私立大学526（89.9％）


















































100 特集：第 5 回  情報教育研究会  IN  江戸川大学
新テストへの移行
 センター試験の総括や今後の展望が不十分なまま
 大学ではなく文科省主導 ← 高校教育への影響に主眼
【記述式の導入（国・数）,  マークシート問題の改善,  英語4技能の外部試験活用】
 センターでは昨年夏に新テスト実施企画本部が始動、今年4月に新テスト実施企画部を新設

























と地域特性 －志願者の2層構造化と出願行動の地域特徴－ 日本テスト学会誌, 10(1), 47-68.
内田照久・中村裕行・橋本貴充・鈴木規夫・荒井克弘 (2016). センター試験の受験目的の多様化



































































 次世代テストに向けた検討 → CBTやIRTによる試験方法の実践研究













センター試験の問題作成 ＝ FD（Faculty Development）
→ 高大接続の重要なつなぎの機能を果たし得る
高大接続という観点から、共通試験をどのように位置づけるか
→ 正解のない問題であるが、センター試験の以上の機能も含めて、今、何が大切かを共有した上
で、新たな入試制度設計を進めることが望まれる。
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